
昭
和
十
六
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て加

藤

良

光

本
稿
は
、
昭
和
十
六
年
に
財
團
法
人
「
共
生
會
」
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
月
刊
『
共
生
』
誌
の
各
号
に
掲
載
さ
れ
た
椎
尾
辨
匡
師
の
執
筆

文
、
講
演
録
の
中
か
ら
椎
尾
師
の
言
説
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
前
に
、「
共
生
會
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
法
人
な
の
か
概
観
す
れ
ば
、「
財
團
法
人
共
生
會
寄
附
行
爲
」
の
「
第
二
章
目
的
及
事
業
」

に
は
、

第
三
條

本
會
ハ
同
胞
大
共
生
ノ
道
ヲ
實
現
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス

第
四
條

本
會
ハ
其
目
的
ヲ
達
成
セ
ン
ガ
爲
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
但
シ
宗
敎
ノ
宣

布
及
儀
式
ノ
執
行
ヲ
爲
サ
ズ

一
、
共
生
結
衆
、
講
演
會
、
講
習
會

二
、
雑
誌
及
圖
書
刊
行

三
、
敎
育
敎
化
ニ
關
ス
ル
調
査
、
研
究
、
指
導

四
、
其
他
必
要
ナ
ル
事
業

と
あ
っ
て
、
こ
の
会
の
目
的
が
「
同
胞
大
共
生
の
道
を
実
現
」
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
為
の
事
業
と
し
て
、
共
生
結
衆
、
講
演
会
、
講

昭
和
十
六
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て
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習
会
、
雑
誌
・
図
書
の
刊
行
等
を
行
う
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。

昭
和
十
六
年
の
月
刊
『
共
生
』
誌
の
一
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で
の
記
事
の
見
出
し
を
列
記
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
承
詔
必
謹
」

・
椎
尾
辨
匡
「
全
一
日
本
（
３
）」（
日
本
精
神
の
解
剖
）

二
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
全
一
日
本
（
４
）」（
日
本
精
神
の
基
調
）（
一
、
天
之
御
中
主
神
の
信
仰
）（
二
、
産
靈
の
信
仰
）（
三
、
國
常
主

神
の
信
仰
）（
四
、
世
界
神
話
比
較
）（
六
、
皇
祖
信
仰
）（
七
、
三
大
神
勅
）（
八
、
國
風
の
確
立
）

・
椎
尾
辨
匡
「
正
信
時
代
の
顯
現
」（
一
、
困
難
な
る
内
外
狀
勢
）（
二
、
拜
ん
で
精
一
杯
）（
三
、
正
信
の
顯
現
）（
四
、
誠
の

敎
育
へ
）（
五
、
勞
働
か
ら
欣
働
へ
）（
六
、
百
年
の
大
道
）

・「
本
年
度
共
生
運
動
の
方
針
協
議
」

三
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
共
生
道
は
開
け
行
く
」（
一
、
百
年
の
大
業
）（
二
、
共
生
道
の
展
開
）

・
椎
尾
辨
匡
「
全
一
日
本
（
５
）」（
日
本
學
は
大
自
然
學
な
り
）（
１
、
泰
西
自
然
科
學
）（
２
、
科
學
の
源
泉
）（
３
、
科
學
絶

對
の
再
檢
討
）（
４
、
大
自
然
の
要
求
）

・
椎
尾
辨
匡
「
恩
給
法
中
改
正
法
律
案
委
員
會
議
錄
（
速
記
）
第
二
回
」
敎
育
に
關
す
る
質
問
演
説
（
一
）

四
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
十
七
條
憲
法
補
講
」
第
五
條

・
椎
尾
辨
匡
「
全
一
日
本
（
６
）」

・「
恩
給
法
中
改
正
法
律
案
委
員
會
速
記
」

・
椎
尾
辨
匡
「
時
局
の
動
き
」

五
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
日
本
の
長
期
戰
」
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・
椎
尾
辨
匡
「
和
平
と
戰
爭
」（
和
平
か
戰
ひ
か
）（
日
本
佛
敎
の
主
張
）

・
椎
尾
辨
匡
「
全
一
日
本
（
７
）」（
全
一
性
）（
一
、
全
一
相
の
意
味
）（
二
、
全
一
に
關
す
る
世
界
思
想
）（
三
、
日
本
に
現
は

れ
る
全
一
相
）（
土
地
の
群
島
）（
民
族
の
統
攝
）（
歴
史
の
一
貫
性
）（
宗
敎
の
所
顯
）（
四
、
孝
の
問
題
）（
祖
孫
崇
祖
）（
五

泱
增
思
想
）（
五
、
忠
の
問
題
）（
六
、
業
の
問
題
）（
佛
敎
の
思
想
）

・
椎
尾
辨
匡
「
恩
給
法
中
改
正
法
律
案
委
員
會
議
錄
（
速
記
）
二
回
」
敎
育
に
關
す
る
質
問
演
説
（
三
）

六
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
共
生
記
念
日
に
際
し
て
」

・
中
村
辨
康
「
大
自
然
と
念
佛
」

・
森
部
海
南
「
呈
共
生
會
師
表
椎
尾
博
士
」

・
椎
尾
辨
匡
「
十
七
條
憲
法
補
講
」（
四
）（
一
、
道
徳
の
高
揚
）（
二
、
風
敎
の
純
化
）（
三
、
道
徳
と
永
生
）（
四
、
道
徳
國
家

の
建
設
）（
五
、
他
道
徳
と
の
比
較
）（
六
、
敎
育
勅
語
と
本
條
）

・
中
村
辨
康
「
淸
練
さ
れ
た
る
信
仰
」
(附
録
)

七
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
嵐
の
前
」

・
椎
尾
辨
匡
「
三
寳
」

・
椎
尾
辨
匡
「
全
一
日
本
（
８
）」（
日
本
性
に
よ
る
學
無
窮
の
全
一
）（
一
、
全
一
學
）（
二
、
日
本
史
の
養
正
性
）（
三
、
日
本

的
經
濟
整
理
）（
四
、
日
本
の
自
然
研
究
）

・
石
井
勗
「
世
界
觀
の
轉
換
（
１
）」

八
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
共
生
の
大
道
」（
一
、
時
流
と
共
生
思
想
）（
二
、
修
養
團
運
動
と
朝
鮮
）（
三
、
滿
州
共
生
）（
四
、
日
支
共
生
）

（
五
、
東
亞
共
榮
）（
六
、
經
濟
の
共
生
）（
七
、
世
界
戰
の
齎
す
も
の
）（
八
、
敎
育
共
生
）（
九
、
宗
敎
共
生
）（
十
、
文
藝

昭
和
十
六
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

三



共
生
）（
十
一
、
共
生
人
の
態
度
）（
十
二
、
共
生
の
す
が
た
）

・
椎
尾
辨
匡
「
全
一
日
本
（
９
）」（
元
（
單
一
））（
一
、
元
的
質
理
）（
二
、
認
識
論
の
問
題
）（
元
は
根
本
な
り
）

・
椎
尾
辨
匡
「
時
局
の
動
き
」

九
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
研
學
と
練
成
」

・
椎
尾
辨
匡
「
全
一
日
本
（
10
）」（
無
覆
無
記
）（
一
、
無
覆
無
記
法
）（
二
、
日
本
信
念
）（
三
、
東
西
の
哲
學
）（
四
、
日
本

經
濟
學
）

・
伊
藤
宏
天
「
國
信
を
語
る
」

・
石
井
勗
「
世
界
觀
の
轉
換
（
２
）」

・
高
田
隆
成
「
生
命
」

十
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
眞
布
施
と
共
生
」（
業
務
の
神
聖
）

・
椎
尾
辨
匡
「
全
一
日
本
（
11
）」（
日
本
學
の
本
然
性
）（
一
、
日
本
學
の
本
然
性
）（
二
、
生
活
の
本
然
相
）

・
石
井
勗
「
世
界
觀
の
轉
換
（
３
）」

・「
評
議
委
員
會
記
録
」

・「
御
殿
場
大
乗
寺
庭
の
植
物
」

十
一
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
四
誓
偈
講
話
」（
一
、
四
弘
誓
願
）（
二
、
佛
と
は
進
歩
相
）（
三
、
成
道
と
は
降
魔
の
生
活
）（
四
、
超
世
願
）

（
五
、
我
と
は
）（
六
、
願
を
建
つ
る
も
の
）

・
椎
尾
辨
匡
「
全
一
日
本
（
終
）」（
心
し
ん
）（
一
、
日
本
の
心
）（
二
、
日
本
の
全
一
）（
三
、
心
觀
的
日
本
學
の
要
求
）

・
石
井
勗
「
世
界
觀
の
轉
換
（
４
）」
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十
二
月
號
・
椎
尾
辨
匡
「
四
誓
偈
講
話
」（
一
、
佛
敎
の
思
想
）（
二
、
南
無
佛
と
南
無
阿
彌
弥
陀
佛
）（
三
、
大
施
主
）（
四
、
肉
心
相
通

ず
）

・
椎
尾
辨
匡
「
佛
陀
三
題
其
の
一

佛
陀
の
根
據
」

・
石
井
勗
「
世
界
觀
の
轉
換
（
５
）」

こ
の
よ
う
に
月
刊
『
共
生
』
に
は
椎
尾
師
の
記
事
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
も
多
方
面
に
亘
っ
て
い
る
が
、本
稿
に
お
い
て
は
、「
共
生
」に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
八
月
号
の
記
事
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

記
事
の
表
題
は
「
共
生
の
大
道
」。
昭
和
十
六
年
六
月
二
十
一
日
東
洋
經
濟
に
お
い
て
講
話
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
見
出
し
を
列
記
す
れ

ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
時
流
と
共
生
思
想

二
、
修
養
團
運
動
と
朝
鮮

三
、
滿
洲
共
生

四
、
日
支
共
生

五
、
東
亞
共
榮

六
、
經
濟
の
共
生

七
、
世
界
戰
の
齎
す
も
の

八
、
敎
育
共
生

九
、
宗
敎
共
生

十
、
文
藝
共
生

昭
和
十
六
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て

五



十
一
、
共
生
人
の
態
度

十
二
、
共
生
の
す
が
た

以
下
見
出
し
の
順
に
椎
尾
師
の
言
説
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
、
時
流
と
共
生
思
想

「
大
正
十
一
年
の
今
月
今
日
鎌
倉
に
第
一
囘
の
結
衆
を
開
い
て
か
ら
、
第
二
十
囘
目
の
六
月
二
十
一
日
を
迎
え
此
處
に
滿
十
九
箇
年
を
經

過
致
し
ま
し
た
。
申
す
迄
も
な
く
此
の
間
に
は
、
世
の
中
に
叛
い
た
様
な
す
べ
て
の
點
が
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
日
百
八
十
度
の
轉

囘
を
來
し
世
の
新
思
想
な
り
と
認
め
ら
れ
る
世
相
と
な
つ
て
參
り
ま
し
た
。

個
人
・
利
得
の
考
へ
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
、
個
人
個
在
が
そ
の
道
程
中
で
も
最
も
低
い
も
の
で
あ
る
。
之
を
打
破
し
得
て
始
め
て
眞
生
開

か
る
。
之
が
個
在
・
共
存
に
對
す
る
共
生
思
想
の
第
一
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
併
し
乍
ら
、
所
謂
全
體
主
義
・
日
本
主
義
と
申
す
も
の
も
そ

の
所
論
が
不
明
瞭
な
こ
と
は
既
に
皆
様
の
お
氣
付
き
に
な
つ
て
居
る
處
だ
と
思
ひ
ま
す
。

吾
々
共
生
は
、
個
在
と
共
存
に
對
し
て
共
生
す
る
こ
と
に
根
本
的
問
題
を
出
し
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
個
在
は
畢
竟
共
存
主
義
の
域
を

出
ま
せ
ん
。
日
本
主
義
と
云
つ
て
も
、
日
本
そ
の
も
の
は
明
ら
か
で
あ
つ
て
も
そ
の
主
義
精
神
の
特
色
が
奈
邊
に
あ
る
か
ゞ
明
確
で
あ
り
ま

せ
ん
。
從
つ
て
今
日
は
ナ
チ
ス
或
ひ
は
蘇
聯
の
模
倣
を
な
し
、
明
治
舊
來
の
如
き
外
來
文
物
の
依
存
す
る
處
に
、
日
本
の
特
色
を
不
明
な
ら

し
む
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
萬
世
一
系
の
特
色
あ
る
國
體
は
極
め
て
明
瞭
で
も
、
そ
れ
が
主
義
・
精
神
と
し
て
他
國
に
如
何
に
異

る
か
を
明
に
し
な
い
點
は
誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
此
の
特
色
又
は
異
り
は
共
生
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
明
に
出
來
る
の
は
、
尚
今

後
二
十
年
を
要
す
る
こ
と
ゝ
と
思
ひ
ま
す
。
併
し
、
前
に
も
申
し
た
如
く
今
よ
り
二
十
年
前
は
全
く
共
生
は
世
と
矛
盾
し
て
居
つ
た
か
の
如

く
思
は
れ
て
居
つ
た
の
で
、
彼
此
照
應
し
て
見
ま
す
れ
ば
誠
に
感
慨
深
き
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
て
、
第
一
回
共
生
結
衆
以
来
、
十
九
年
を
経
て
、
当
時
は
世
の
中
に
背
い
た
よ
う
に
、
世
に
矛
盾
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
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て
い
た
共
生
主
義
が
、
今
日
百
八
十
度
回
転
し
て
、
世
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
共
生
主
義
が
、
個

在
主
義
・
共
存
主
義
等
他
の
主
義
と
異
な
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。

二
、
修
養
團
運
動
と
朝
鮮

「
更
に
次
に
は
共
生
と
す
る
運
動
或
ひ
は
内
容
が
、
總
ゆ
る
問
題
を
解
決
す
る
と
云
ひ
つ
ゝ
、
特
に
國
際
問
題
の
解
決
に
適
切
な
る
事
が

間
も
な
く
明
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
朝
鮮
合
併
後
大
正
八
年
に
は
直
ち
に
萬
歳
騒
ぎ
が
あ
り
、
段
々
に
そ
の
破
裂
は
大
き
く
な

り
總
督
府
そ
の
解
決
の
道
を
見
な
い
時
、
丁
度
勃
興
し
た
修
養
團
運
動
は
之
に
何
等
か
の
解
決
を
見
ん
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
兎
も
角
金

剛
山
に
第
一
第
二
の
結
衆
を
や
り
、
次
い
で
大
正
十
二
年
に
は
朝
鮮
全
體
か
ら
總
督
府
の
命
令
に
よ
つ
て
集
つ
た
官
吏
に
對
し
て
訓
練
を
な

す
事
に
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
記
さ
れ
て
、
朝
鮮
に
お
い
て
は
修
養
團
（
明
治
三
十
九
年
蓮
沼
門
三
氏
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
社
会
教
育
団
体
）
運
動
と
連
動
し
て
、

江
原
道
金
剛
山
を
会
場
に
し
て
第
一
第
二
の
共
生
結
衆
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

三
、
滿
洲
共
生

「
續
い
て
滿
洲
が
出
來
ま
し
た
後
も
、
屢
々
前
に
も
申
し
た
様
に
、
康
德
皇
帝
の
御
明
察
に
依
り
日
滿
共
生
に
進
ま
ん
と
の
事
で
あ
り
、

昭
和
九
年
に
は
御
了
解
を
得
そ
の
秋
か
ら
展
び
る
筈
で
あ
り
ま
し
た
が
、
各
宗
派
敎
派
が
宗
敎
競
争
の
中
に
捲
き
入
れ
、
九
月
に
は
神
佛
管

長
相
次
い
で
乗
り
込
ん
だ
事
件
と
な
り
ま
し
た
。（
中
略
）
併
し
乍
ら
日
滿
は
共
生
の
道
へ
は
明
瞭
に
進
ん
で
、
兩
皇
室
の
御
親
交
あ
り
、
誠

に
皇
太
后
の
御
歌
の
如
く
に
春
の
庭
の
如
き
洋
々
た
る
相
を
以
て
日
滿
共
生
へ
と
進
展
し
て
居
る
事
を
見
る
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
あ
っ
て
、
満
州
国
皇
帝
の
明
察
に
よ
り
、
日
本
と
満
州
と
の
共
生
が
国
家
レ
ベ
ル
で
進
展
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

四
、
日
支
共
生

「
支
那
事
變
は
勿
論
表
に
は
抗
日
に
對
す
る
打
破
で
あ
り
ま
す
が
、
根
本
的
に
は
空
前
の
提
携
親
善
に
あ
る
事
を
信
じ
ま
す
。
併
し
爲
政

昭
和
十
六
年
『
共
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誌
に
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け
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者
が
共
生
を
知
ら
ず
し
て
親
善
を
や
る
爲
に
、
外
交
・
經
濟
に
よ
り
提
携
を
考
へ
る
如
く
、
全
く
誤
ま
れ
る
道
に
進
む
事
と
も
な
る
の
で
あ

り
ま
す
。
外
交
經
濟
提
携
は
共
生
の
提
携
即
ち
共
生
體
の
成
立
あ
つ
て
始
め
て
詔
に
云
は
れ
る
が
如
く
、
禍
根
を
永
絶
す
る
こ
と
が
出
來
る

事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
前
に
も
申
し
ま
し
た
様
に
二
十
年
後
に
至
つ
て
共
生
は
よ
り
明
る
く
な
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ

の
時
こ
そ
中
國
と
の
共
生
も
段
々
よ
く
理
解
さ
れ
て
來
る
も
の
だ
と
思
ふ
の
で
、
決
し
て
日
支
親
善
は
經
濟
合
伴
の
如
き
も
の
で
は
な
い
と

信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
記
さ
れ
て
い
て
、
日
中
戦
争
の
中
に
お
い
て
必
ず
し
も
共
生
体
に
な
っ
て
は
お
ら
ず
、
二
十
年
後
に
至
っ
て
共
生
が
理
解
さ
れ
る
と
信

じ
る
と
い
う
形
で
希
望
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

五
、
東
亞
共
榮

「
進
ん
で
佛
印
・
泰
・
印
度
・
蘭
印
が
加
わ
つ
て
東
亞
共
榮
の
問
題
と
な
つ
て
居
り
ま
す
が
、
今
の
人
々
に
は
尚
、
共
存
共
榮
で
あ
つ
て

共
生
共
榮
を
思
ふ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
の
人
々
は
共
存
共
榮
に
慣
れ
て
、
そ
れ
に
よ
つ
て
解
決
す
る
こ
と
を
夢
み
て
居
り
ま
す
。

今
日
蘭
印
の
石
油
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
叩
い
て
取
つ
て
了
へ
ば
ど
う
だ
と
云
ふ
如
き
、
個
在
利
己
を
相
去
る
事
殆
ど
な
い
個
人
主
義
の
上
に

立
て
る
、
共
存
共
榮
主
義
が
横
行
し
て
居
る
の
は
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。
朝
鮮
・
滿
洲
・
支
那
・
印
度
と
進
む
道
に
脈
々
と
動
く
の
は
共
生
の

大
道
で
あ
り
ま
す
。
共
生
と
い
ふ
事
は
小
さ
い
部
分
に
は
極
め
て
困
難
な
事
で
あ
り
ま
し
て
も
、
大
き
な
處
で
は
此
如
く
相
當
の
進
み
を
な

し
て
居
る
事
を
御
承
知
願
ひ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
あ
っ
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
・
タ
イ
・
イ
ン
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
共
存
共
栄
主
義
で
あ
り
、
共
生
共
栄
に
な
っ
て
い
な
い
と
説
き
、
朝
鮮
・

満
州
・
中
国
・
イ
ン
ド
と
共
生
の
大
道
が
進
む
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

六
、
經
濟
の
共
生

「
共
生
の
同
人
に
は
個
々
の
事
實
の
上
に
ど
う
な
る
か
は
段
々
明
か
に
さ
れ
て
居
ら
れ
ま
す
で
せ
う
が
、
先
づ
經
濟
で
は
利
得
・
個
人
・
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資
本
の
現
在
、
共
生
經
濟
は
出
來
難
い
の
で
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
小
さ
い
物
で
も
總
て
が
資
本
主
義
經
濟
的
の
動
き
の
中
に
あ
り
ま
す
關
係

で
は
、
本
一
つ
共
生
經
濟
で
は
出
來
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
即
ち
、
一
人
の
遊
民
な
き
時
に
一
つ
の
共
生
は
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
つ

て
、
そ
れ
が
協
力
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
時
共
生
體
が
出
來
上
る
の
で
あ
り
ま
す
。
色
々
な
矛
盾
か
ら
總
て
の
人
々
は
仕
事
は
し
て
ゐ
て
も
共

生
に
な
ら
な
い
様
に
見
え
ま
す
。
併
し
之
が
解
決
は
今
日
の
世
界
動
亂
で
あ
り
ま
す
。
之
な
か
つ
た
な
ら
ば
恐
ら
く
共
生
な
る
仕
事
は
現
れ

な
い
で
あ
り
ま
せ
う
。
幸
ひ
人
類
業
務
の
共
生
は
、
今
日
の
亂
れ
に
よ
つ
て
出
現
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

日
本
に
若
し
支
那
事
變
存
し
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
國
民
の
總
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
銃
後
の
守
り
と
い
ふ
意
味
に
於
て
今
日
國
民
は

配
給
に
統
制
に
我
慢
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
之
が
共
生
發
達
の
た
め
に
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
よ
り
一
層
よ
い
事
だ
と
思
は
れ
ま
す
。

仕
方
な
く
我
慢
す
る
の
は
眞
の
共
生
で
は
勿
論
あ
り
ま
せ
ん
。
併
し
、
各
々
が
勝
手
に
自
由
經
濟
に
動
い
て
居
た
事
に
比
較
す
れ
ば
、
共
生

經
濟
は
一
歩
を
進
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
英
の
自
由
經
濟
が
打
破
さ
れ
て
新
經
濟
に
な
つ
て
行
く
と
も
、
よ
り
矛
盾
な
き
共
同
體

の
經
濟
と
も
、
そ
の
歸
結
は
一
に
掛
つ
て
此
の
戰
爭
が
全
面
的
世
界
大
戰
に
な
る
か
な
ら
ぬ
か
に
よ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
勿
論
此
の
問
題
を

斯
う
簡
單
に
結
論
は
出
來
ま
せ
ん
が
、
併
し
、
日
獨
と
英
米
が
共
に
力
強
く
し
て
戰
へ
ば
、
そ
の
戰
ひ
の
長
期
に
亘
れ
ば
亘
る
程
、
自
由
は

破
れ
て
世
界
人
は
物
質
文
明
の
飾
り
が
と
れ
、
貧
し
く
謙
虚
な
る
人
間
と
な
つ
て
新
經
濟
が
現
れ
る
事
は
考
へ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

又
日
獨
の
如
き
共
同
經
濟
を
重
ん
ず
る
も
の
が
米
を
倒
し
て
、
一
段
と
進
め
る
經
濟
を
當
内
の
間
や
る
と
も
考
へ
ら
れ
ま
す
。
假
令
、
英
米

が
勝
利
を
得
る
に
し
て
も
過
去
の
自
由
經
濟
に
は
戻
れ
ぬ
事
を
知
り
得
ま
す
。
勿
論
英
米
の
勝
つ
事
な
ど
は
考
へ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
假
令
若

し
勝
つ
た
と
し
て
も
戻
れ
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
此
の
意
味
に
於
て
今
日
の
進
み
は
個
在
經
濟
を
破
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
之
が
共
存

經
濟
に
止
ま
る
か
共
生
經
濟
に
進
む
か
は
、今
日
の
個
在
經
濟
の
破
裂
程
度
如
何
で
あ
り
ま
す
。
世
は
進
む
べ
き
方
向
へ
進
ん
で
居
り
ま
す
。

そ
の
進
み
は
共
生
體
へ
の
動
き
で
あ
り
ま
す
。」

と
述
べ
て
現
在
の
資
本
主
義
経
済
で
は
な
く
、
共
生
経
済
を
進
む
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
の
解
決
に
は
世
界
動
乱
・
日
中
戦
争
が
関
係
す

昭
和
十
六
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て
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る
と
説
か
れ
て
い
る
。

七
、
世
界
戰
の
齎
す
も
の

「
今
日
の
世
界
戰
は
學
術
發
達
の
爲
で
も
あ
り
ま
す
が
、
更
に
大
な
る
も
の
は
個
在
經
濟
の
打
破
の
作
用
を
な
す
も
の
で
あ
る
事
で
あ
り

ま
す
。
此
の
戰
ひ
が
深
刻
長
期
な
れ
ば
な
る
程
、
共
生
へ
共
生
へ
と
向
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
斯
く
感
ず
る
時
此
の
世
界
が
益
々
そ
の
方
へ
進

む
も
の
で
あ
る
事
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
共
生
の
思
想
原
理
を
深
く
考
へ
、
之
が
世
界
の
動
き
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
事

を
私
に
説
明
し
得
た
の
は
大
正
六
年
の
時
で
あ
り
ま
す
。
私
は
第
一
次
大
戰
を
來
る
べ
き
道
へ
の
進
み
で
あ
る
と
當
時
考
へ
て
居
り
ま
し

た
。
併
し
、
獨
は
當
然
勝
つ
べ
く
し
て
負
け
た
結
果
は
、
尚
英
米
が
世
界
を
指
導
し
得
る
か
の
如
く
思
は
し
め
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
今

日
の
進
み
は
實
に
こ
の
大
正
時
代
の
繼
續
で
あ
り
ま
す
。
而
も
今
日
は
一
段
と
共
生
へ
の
道
た
る
事
が
明
か
で
あ
り
ま
す
。
特
に
日
本
の
國

體
生
活
は
個
在
共
存
で
あ
つ
て
は
此
の
際
斷
じ
て
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
個
在
で
あ
つ
て
は
一
億
は
一
億
で
あ
つ
て
、
一
億
一
心
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
共
存
に
進
歩
な
く
之
に
よ
つ
て
、
無
窮
國
家
は
成
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
何
時
で
も
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
日
本
は
、
個
在
・
共

存
で
は
い
け
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
萬
民
君
民
祖
孫
共
生
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
日
日
本
が
戰
つ
て
居
る
の
は
單
に
加

は
つ
て
居
る
と
い
ふ
程
度
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
が
世
界
を
ひ
き
づ
ゝ
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
獨
伊
が
指
導
す
る
處
の
も
の

で
な
い
處
に
共
生
と
い
ふ
目
標
が
明
か
な
の
で
あ
り
ま
す
。

斯
く
し
て
興
亡
常
な
き
支
那
に
無
窮
性
を
與
へ
、
倒
れ
た
る
印
度
に
困
難
で
あ
つ
て
も
、
轉
輪
聖
王
の
夢
を
實
現
さ
せ
る
。
此
の
事
が
日

本
の
指
導
方
法
で
あ
る
事
で
、
共
生
日
本
が
世
界
を
共
生
國
家
に
導
い
た
と
云
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
あ
っ
て
、
世
界
戦
争
が
深
刻
長

期
化
す
れ
ば
共
生
へ
向
か
う
と
説
き
、
日
本
は
個
在
・
共
存
で
は
な
く
共
生
す
べ
き
で
あ
り
、
共
生
日
本
が
世
界
を
導
く
と
説
か
れ
て
い
る
。

八
、
敎
育
共
生

「
經
濟
の
共
生
よ
り
尚
容
易
な
る
も
の
は
思
想
共
生
で
あ
り
ま
す
。
之
は
特
に
敎
育
・
宗
敎
・
文
藝
の
上
に
現
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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即
ち
、
敎
育
の
上
に
あ
つ
て
は
、
英
國
中
心
の
個
在
的
の
個
人
完
成
・
自
覺
自
調
を
目
指
す
も
の
が
破
れ
、
皇
道
に
則
る
國
民
的
鍊
成
敎

育
と
な
り
ま
し
た
。
正
に
共
生
へ
の
進
み
で
あ
り
ま
す
。
今
日
の
國
民
學
校
の
先
生
方
に
よ
つ
て
之
が
直
ち
に
出
來
る
と
い
ふ
事
は
難
か
し

い
事
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
か
ら
の
全
面
的
變
化
は
個
在
か
ら
共
生
敎
育
へ
の
變
化
で
あ
る
事
に
注
意
す
る
時
、
二
十
年
後
に
な
れ
ば
此
の

問
題
は
戰
爭
の
如
何
に
係
ら
ず
進
む
も
の
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
小
学
校
令
」
が
改
正
さ
れ
、「
皇
国
の
道
に
則
る
国
民
の
基
礎
的
錬
成
を
為
す
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
国

民
学
校
令
」
が
昭
和
十
六
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
、
共
生
の
進
み
と
捉
え
、
個
在
教
育
か
ら
共
生
教
育
へ
の
変
化
は
二
十
年
後
に
は

戦
争
の
如
何
に
係
わ
ら
ず
進
む
と
説
か
れ
て
い
る
。

九
、
宗
敎
共
生

「
宗
敎
に
就
て
は
私
が
從
來
も
屢
々
申
す
如
く
に
、
十
九
世
紀
宗
敎
は
個
別
的
宗
派
の
動
き
が
宗
敎
と
考
へ
ら
れ
た
も
の
が
、
二
十
世
紀

に
は
世
界
全
人
類
に
歸
一
的
に
現
れ
て
來
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
從
來
は
排
他
が
宗
派
で
あ
り
、
此
の
點
か
ら
近
い
も
の
が
よ
り
破
す
る

事
を
な
し
て
來
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
合
流
運
動
は
佛
敎
各
宗
に
及
び
神
・
基
之
に
加
は
り
、
全
宗
敎
合
流
の
機
運
は
上
に
國
體
宗
敎
を
豫

想
と
し
て
隷
屬
と
な
る
事
が
、現
實
に
起
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日
迄
は
斯
る
運
動
は
日
本
で
こ
そ
微
弱
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、

印
度
・
支
那
・
ア
ラ
ビ
ヤ
に
於
て
は
五
敎
歸
一
の
運
動
と
し
て
の
世
界
的
運
動
が
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
若
し
日
本
が
宗
敎
歸
一
を
今
後

正
し
く
取
り
扱
へ
ば
日
本
は
世
界
宗
敎
を
導
く
も
の
と
な
り
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
見
出
し
に
「
宗
敎
共
生
」
と
あ
る
が
、
記
述
の
中
に
は
宗
教
共
生
の
言
葉
は
な
い
。
椎
尾
師
は
日
本
に
お

い
て
宗
教
合
流
の
機
運
が
あ
り
、
国
体
宗
教
を
予
想
と
し
て
隷
属
す
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
宗
教
が
帰
一
す
る
こ
と
を
説
か
れ
て
い
る
。

十
、
文
藝
共
生

「
文
藝
は
流
れ
に
よ
つ
て
異
な
る
も
の
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
中
心
は
共
生
に
よ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
共
生
精
神
を
明
瞭
に
認
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め
な
い
が
爲
に
、
藝
術
は
天
才
特
別
の
も
の
、
分
野
で
あ
る
と
思
は
れ
て
居
る
の
が
現
狀
で
あ
り
ま
す
。
然
し
そ
れ
は
誤
れ
る
も
の
で
あ
つ

て
、
共
生
人
類
指
導
の
確
立
へ
と
共
生
的
藝
術
の
動
き
は
今
後
出
る
べ
き
で
あ
り
ま
し
て
、
今
日
の
藝
術
の
矛
盾
は
之
に
よ
つ
て
消
滅
さ
れ

て
、
共
生
の
大
き
な
動
き
に
從
つ
て
藝
術
も
將
來
共
生
的
へ
と
進
む
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
ま
す
。

併
し
乍
ら
、
此
處
に
之
等
の
進
む
に
反
對
的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
戀
と
か
愛
と
か
ゞ
個
別
化
せ
ん
と
す
る
事
で
あ
り
ま
す
。
又

生
活
は
各
々
が
呼
吸
し
飲
食
は
大
生
命
の
上
に
な
し
て
居
る
も
の
で
あ
り
乍
ら
、
人
食
は
ず
と
も
自
己
丈
け
は
食
ひ
た
い
と
い
ふ
事
が
起
き

る
の
で
、
此
の
個
別
的
任
務
が
職
業
力
・
戀
・
愛
と
な
り
得
る
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
個
別
性
へ
の
訓
練
が
今
後
重
大
な
る
も
の
と
な
る
の

だ
と
思
ひ
ま
す
。
ど
う
し
て
性
的
問
題
を
解
決
す
る
か
。
ど
う
し
て
職
業
個
別
性
に
處
す
る
か
。
私
は
此
處
に
之
等
の
事
を
問
題
と
し
て
出

し
て
置
き
ま
す
。」

と
あ
っ
て
、
文
芸
が
将
来
共
生
へ
と
進
む
と
思
う
が
、
恋
愛
の
よ
う
に
個
別
化
の
問
題
が
あ
り
課
題
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

十
一
、
共
生
人
の
態
度

「
斯
如
く
共
生
は
戰
爭
を
通
し
て
經
濟
に
敎
育
に
有
形
無
形
に
動
い
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
相
當
着
實
な
歩
み
と
な
つ
て
居

る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
二
十
年
前
は
勞
働
運
動
、
ス
ト
ラ
イ
キ
、
健
全
な
る
國
家
生
活
の
問
題
に
對
し
て
、
之
が
共
生
的
解
決
を

企
て
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
世
人
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
止
め
る
と
い
ふ
現
實
利
害
に
の
み
に
よ
つ
て
共
生
を
考
へ
た
り
、
或
ひ
は
體
操
・
説
敎

が
氣
に
入
つ
た
と
か
入
ら
ぬ
と
か
を
思
つ
て
、
共
生
の
根
本
解
決
に
觸
れ
ず
、
之
が
佛
敎
の
縁
起
敎
理
・
日
本
の
國
體
で
あ
る
と
い
ふ
事
に

求
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
併
し
、
今
日
は
大
き
な
思
想
で
あ
り
過
去
の
宗
敎
家
哲
人
の
な
し
得
な
い
も
の
を
な
し
つ
ゝ
あ
る
事
が
見
え
ま
す
。

共
生
は
諸
君
の
力
を
持
つ
て
二
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
時
流
の
進
み
に
大
に
小
に
事
毎
に
共
生
を
中
心
と
し
て
、
具
體
的
に
解
決
さ
れ
る

事
が
明
と
な
つ
て
來
ま
し
た
。
今
日
は
共
生
運
動
の
第
二
十
囘
に
當
り
、
各
地
で
記
念
の
催
し
が
開
か
れ
て
居
り
ま
す
。（
中
略
）

世
界
が
一
直
線
に
大
解
決
を
見
る
事
は
難
し
い
事
と
思
は
れ
ま
す
。
併
し
、
今
日
位
の
足
踏
み
を
續
け
る
事
に
止
ら
ず
に
、
も
つ
と
大
戰
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爭
に
な
つ
て
誤
れ
る
個
在
・
個
人
主
義
が
破
れ
る
事
が
好
ま
し
い
事
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
英
米
指
導
力
の
世
界
が
破
れ
て
日
本
指
導
の
世

界
が
出
る
事
が
必
要
で
あ
る
事
を
思
ひ
ま
す
。
此
の
事
は
今
や
ら
ね
ば
他
日
又
繰
返
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
勿
論
、
私

は
戰
ひ
を
好
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
併
し
、
思
想
的
に
世
界
は
共
生
す
べ
き
で
あ
り
、
之
に
は
日
本
が
共
生
し
て
指
導
す
べ
き
で
あ
る

と
い
ふ
點
か
ら
、
斯
く
申
す
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
て
、
二
十
年
前
の
労
働
運
動
・
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
て
共
生
的
解
決
を
行
い
、
二
十
年
を
迎
え
た
今
日
に
お
い
て
は
過
去
の

宗
教
家
哲
人
の
な
し
え
な
い
も
の
を
な
し
つ
つ
あ
る
と
し
、
戦
争
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
指
導
の
世
界
が
破
れ
、
日
本
指
導
の
世

界
が
出
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
日
本
が
共
生
し
て
指
導
す
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

十
二
、
共
生
の
す
が
た

「
斯
る
意
味
に
置
き
ま
し
て
、
皆
さ
ん
の
お
手
許
に
あ
り
ま
す
「
ち
ら
し
」
の
要
綱
を
書
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
、
朝
の
行
事

起
き
た
ら

…
…
先
づ
拜
め

淨
め
た
ら

起
き
た
ら
先
づ
拜
め
と
は
、
陛
下
に
對
し
て
の
御
禮
を
申
し
上
げ
る
事
で
あ
り
、
淨
め
た
ら
先
づ
拜
め
と
は
、
各
自
の
神
棚
佛
壇
に
對
し
て

床
を
上
げ
身
支
度
を
す
ま
せ
て
座
を
正
う
し
て
、
夫
々
の
信
仰
に
從
つ
て
禮
拜
を
整
へ
る
事
で
あ
り
ま
す
。
共
生
は
朝
の
行
事
に
重
き
を
置

い
て
之
迄
も
進
ん
で
參
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、先
づ

陛
下
を
中
心
に
敬
禮
を
特
に
朝
の
行
事
と
し
て
や
つ
て
頂
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

食
事
仕
事
…
…
頂
き
ま
す
禮

二
、
日
の
行
事

食
後
業
後
…
…
頂
き
ま
し
た
禮

恭
儉
服
業
…
…
精
一
杯
働
け

作
禮
安
眠
…
…
靜
に
や
す
め

昭
和
十
六
年
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「
頂
き
ま
す
」
と
は
、
御
飯
・
仕
事
を
頂
く
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
御
飯
・
仕
事
は

陛
下
か
ら
頂
く
の
で
、

陛
下
は
皇
祖
皇
宗
よ
り
頂

か
れ
る
と
い
ふ
意
味
で
あ
り
ま
す
。

三
、
月
の
行
事

一
日
に
は
…
…
奉
公
精
進

滿
月
の
日
…
…
同
願
念
佛

「
一
日
に
は
」
と
は
更
に
働
か
う
と
い
ふ
事
で
あ
り
、「
滿
月
の
日

同
願
念
佛
」
と
は
、
昨
年
の
七
月
十
五
日
か
ら
北
支
・
滿
洲
・
日
本
が
、

同
人
・
同
佛
・
同
提
携
親
善
を
全
う
し
た
い
と
い
ふ
事
で
や
る
事
に
決
め
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
此
の
度
び
は
汪
主
席
と
も
お
話
し
が
付

き
ま
し
て
、
中
南
支
迄
も
や
る
事
に
定
ま
つ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

篤
敬
三
寶

…
…
…
何
事
も
み
親
の
お
蔭
と
感
謝
し
て

承
詔
必
謹

四
、
行
の
仕
方

明
行
具
足

…
…
…
あ
し
も
と
明
る
く
し
つ
か
り
と

歓
喜
奉
行

…
…
…
よ
ろ
こ
び
働
け
正
し
く
和
か
に

所
作
已
辨

…
…
…
用
が
す
ん
だ
ら
さ
つ
さ
と
次
へ

不
更
受
有

「
篤
敬
三
寶

承
詔
必
謹
」
は
日
本
佛
敎
精
神
で
あ
り
「
み
親
」
と
は
、
親
・
先
祖
・
陛
下
・
天
地
を
申
す
の
で
あ
り
、「
明
行
具
足
」
と

は
象
歩
確
と
し
て
正
行
明
る
し
の
氣
持
で
あ
り
ま
す
。

五
、
行
の
目
じ
る
し

以
和
爲
貴

も
の
は
み
な
友
、
世
に
敵
は
な
い

共
生
極
楽

「
も
の
」
と
は
、
物
と
人
と
を
表
し
た
積
り
で
あ
り
ま
す
。
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是
等
の
共
生
の
相
は
之
を
要
す
る
に
、

心
い
き
み
い
き
こ
と
い
き
も
の
い
き
て

よ
も
國
い
か
す
日
東
の
ひ
ろ
み
ち

と
な
る
事
を
信
じ
ま
す
。
共
生
記
念
日
に
際
し
て
、
一
寸
之
丈
け
の
事
を
申
し
上
げ
て
置
き
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
五
つ
の
要
綱
は
月
刊
『
共
生
』
誌
の
昭
和
十
六
年
九
月
号
・
十
月
号
の
表
紙
裏
に
標
語
「
共
い
き
の
す
が
た
」

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
共
生
の
同
人
が
、
毎
朝
・
毎
日
・
毎
月
に
行
う
べ
き
行
事
の
励
行
を
指
示
し
て
お
り
、
そ
の
中
に

は
宮
城
遙
拝
や
浄
土
宗
が
推
し
進
め
た
同
願
念
仏
が
含
ま
れ
て
い
る
。

以
上
、
昭
和
十
六
年
『
共
生
』
誌
に
お
け
る
椎
尾
辨
匡
師
の
言
説
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
特
に
八
月
号
の
「
共
生
記
念
日
」
講
演
録
「
共

生
の
大
道
」
の
記
事
に
お
い
て
は
以
下
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
、
共
生
運
動
満
十
九
年
を
振
り
返
り
、
当
時
は
世
の
中
に
背
い
た
よ
う
に
、
世
に
矛
盾
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
共
生
主
義
が
、

今
日
百
八
十
度
回
転
し
て
、
世
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
、
朝
鮮
・
満
州
・
中
国
に
お
い
て
も
共
生
が
進
ん
で
き
た
。

三
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
共
生
が
進
む
で
あ
ろ
う
。

四
、
世
界
に
お
け
る
資
本
主
義
自
由
主
義
経
済
は
世
界
戦
争
に
よ
っ
て
打
破
さ
れ
、
共
生
経
済
に
進
む
べ
き
で
あ
る
。

五
、
教
育
・
宗
教
・
文
芸
の
分
野
に
お
い
て
も
共
生
が
進
ん
で
い
く
で
あ
ろ
う
。

六
、
共
生
人
は
毎
朝
・
毎
日
・
毎
月
の
行
事
に
励
む
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
椎
尾
師
の
言
説
を
見
て
き
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
昭
和
十
六
年
の
前
後
、
椎
尾
師
の
言
説
の
推
移
変
化
を
見
て
行
く

こ
と
と
す
る
。

昭
和
十
六
年
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